
様式３

学校番号

令和 8

基本的生活習慣・学習習慣の確立及びＩＣＴを活用した
基礎学力の向上

・学校行事や部活動の充実
・ボランティア活動をとおした地域交流・地域貢献
・人権教育、特別支援教育の充実

・各学年に対応したキャリア教育、小論・面接指導の充実
・進路行事や総探の時間をとおして未来を切り拓く力を育成

・授業改善と観点別評価の充実
・外部講師を活用した職員研修の充実

生徒の主体性人間力を高め、社会から求められる人
材の育成

年度　　学校評価書　　　（　計画段階　）

福岡県立 北九州 高等学校

<<成果>>
　教育活動を通して、第一希望進路実現に向け、粘
り強く最後まで取り組む姿勢を身に付けることがで
きた。また、学んだ知識・技術を生かして地域課題
の解決に向けた探究活動に生かすことができた。
<<課題>>
・安心安全な教育環境整備
・学習の動機付けとなるキャリア教育の充実
・教員の生徒指導力、教科指導力、進路指導力の
一層の向上
・学校満足度の向上
・教職員のチーム力向上
・人権教育、特別支援教育の充実
・ＰＴＡや同窓会、地域、産学官等との連携強化

学校運営計画（４月）
評価

（総合）
学校運営方針

昨年度の成果と課題

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

スクール・ポリシー
（三つの方針）

「自らの可能性を信じ、挑戦するとともに、社会と関わりながら課題を発見し、その解決を図る人材を育成する学校」
　体験を伴う多様な教育活動における挑戦と達成を通して自己肯定感を高め、自律的に成長する力を育むとともに、国際的な視野をもって考え、地域
で実践することを通して、社会の変化に対応し、社会を支え、社会の発展に寄与する人材を育成します。

・よりよく生きる力を身に付けたい人
・よりよい社会を創ることに参画したい人
・自己の可能性を信じ、自分自身をしっかりと見つめ、活動の場を広げたい人
・他者のため社会のために役立つことを自分で考え、提案し、実現に向かいたい人
・運動競技や文化活動等に興味・関心が高く、部活動や生徒会活動を頑張りたい人

・スクール・ミッションを達成し、人生を豊かにするカリキュラム
・個々の第一希望進路実現を支援する教育課程及び将来を見据えた進路指導
・一人一台タブレットを用いた個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実し「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善
・地域との交流や上級学校訪問、インターンシップ等を通した体験を伴う活動
・外部講師を活用した多彩な学び
・専門性の高い競技力及びスポーツを通し考えを深める力の育成（体育コース）
・生徒が中心となって企画・運営する学校行事

計画性：自分を客観的に捉え、自ら最適な目標を設定し、それを達成する方法を考える。また、見通しを持ち、かつ、
           柔軟に軌道修正しながら実行することができる。
行動力：情報を適切に取捨選択し、そこから構築した自らの考えアウトプットし、主体的に計画を立て実行する。
            また、失敗を恐れず挑戦し、好奇心を持って新しいことに取り組むことができる。
協働性：他者と協力し支え合うことの大切さを知り、他者を尊重し、相互に影響を与え合い、共に成長することに努める。
           また、他者に対する想像力を働かせ、そのうえで適切な言動をとることができる。
主体性：物事を自分事として捉え、夢や目標に向かって幅広く積極的に活動する。また、課題解決に向けて、粘り強く
            取り組んだり、諦めずに新しい方策を工夫したりすることができる。

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

年度重点目標 具体的目標

生徒の第一希望進路を実現する指導

１４
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学校運営計画（４月）
評価

（総合）
学校運営方針

昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

学校生活アンケート

アンケート

学校ホームページ地域及び保・幼・小・中と連携して生徒の修学を保障する。

事務室と連携して各種奨学金を紹介し生徒の修学を保障する。

２学年

上級生と下級生の間を取り持つ
学年として、「つなぐ」役割を持た
せる。

学年で一貫した指導方針を持ち、指導にブレがないよう情報を共有する。

行事に団結して取り組み、全体の満足度を高めていく。

生徒の主体性を高めるとともに、
自己の肯定感を高め、社会の発
展に寄与する人材の育成

教職員・生徒の人権意識の
高揚

生徒の修学保障

自己の進路に真摯に向き合わせ、「第一希
望進路達成」を目指す。また、生徒の可能性
を最大限に引き出す進路指導を実践する。

自己や集団を客観的に捉え、課
題解決に向けて粘り強く取り組む
人材の育成

３学年

学校行事を通して、他者との関わりを深める
と共に、各種行事を組織として成功裡に導く
ためのリーダーシップやフォローワーシップを
育成する。

体育コース

人権・同和教育
推進委員会

外部講師からの講演会の実施を行う。

体育コース運営組織の確立し、縦のつながりを密に行う。

体育的行事の運営・企画を行う。

修学旅行を通して県外に目を向けさせ、自分にとってベストな選択ができるよう考える機会を与える。

学期に１回体育コース集会を行う。

人権・同和教育の指導案を時代の変化に合わせて改訂する。

職員の人権意識向上のために研修会の情報を提供する。

自尊感情を高めることができるような人権教育を推進する。

毎週の同推委員会での生徒動態の確認と欠席の多い生徒への対応を行う。

どのような進路に進むか、だけで
なく、どのようにその進路を叶え
ていくのか考えるよう指導する。

進路指導部

１学年

【安心感のある環境づくりと学校満足度の向
上】「安心と挑戦」をテーマに、生徒の学校満
足度85%以上（Google Forms調査）を目指す。

「まず受容する」姿勢を徹底し、失敗をカバーし合える土壌を整え、生徒の自己肯定感を高める 。

Google Forms等を用いて生徒の変容や成長を可視化し、主体的な振り返りを促進することで満足度を高める 。

否定を恐れず試行錯誤できる環境を作り、個性を生かして思い切り挑戦する時期を支える 。

生徒の実態（学力・学習習慣・希望進路）に応じた、進路指針を早期に見極め、適切な進路指導をする。

【自律した学習習慣の確立と主体的な行事
参画】家庭学習習慣70%以上（1.5H/日）、偏
差値45以上50名を達成。行事満足度80%以
上を目指す。

進路希望調査総合的な探究の時間にキャリアナビを導入し、総合型選抜や推薦入試で上級大学への挑戦を促す。

妥協した進路選択ではなく、生徒自身が自らの可能性にチャレンジする進路選択ができるように指導する。

高大連携事業を行い、生徒に幅広い進路選択を促す。
進路希望調査
第３学年進路実績

スポーツ探究発表会を総合的な探究な時間と連携して行う。

「後で課題を出せばよい」といった甘えを許容せず、自力で困難を乗り越える経験を通じて確かな学力を定着させる 。

行事運営を生徒に委ね、仲間と支え合い集団を動かす喜びを知ることで、主体性と協働性を育む 。

結果を急がず成長を待つ余裕を持って伴走し、教員自らが楽しむ姿を見せることで「いい顔」の連鎖を生む 。

学校生活アンケート
J's growアンケート

学校生活アンケート

生徒会長や学年代表リーダーを中心としながらリーダーシップを発揮させ、各種行事を作り上げる。

J`s growアンケート各種行事（芸術鑑賞、文化祭、体育大会）の目的を明確化し、行事を通して何を学ぶのか意識付けする。

J`s growのアンケートを活用しながら、生徒の非認知能力の成長度合いを確認する。

部活動や委員会活動等での動きを観察し、状況を客観的に伝えることで内省の意識を持たせる。

進路ガイダンスを通して自己の進路意識を高め、見通しを持った行動ができるよう促す。

学習への意識を高め、模試等の成績を着実にあげていくことのできるような習慣をつけさせる。

学校生活アンケート

【庶務課】全行事において、早期計画・準備
に着手し、要項を作成する。ＰＴＡ行事も全職
員の積極的参加を促し、保護者との連携を
深めることで、学校の活性化に努める。

行事カレンダーを作成し、実施1ヶ月半前までに要項等を起案できるよう準備を進める。

職員にＰＴＡ関係の行事内容を周知徹底し、積極的に参加を呼びかける。

学校紹介・施設見学・部活動見学・在校生との交流等、生徒が主体となって準備を進め、本校の魅力を発信していく。

スタディー・サポート学習状況リサーチ
進路希望調査
合格実績

【進路指導課】
各学年に対応したキャリア教育の充実を図
り、生徒の第１希望進路を実現する指導を徹
底する。

各学年に対応したガイダンス等のキャリア教育を更に充実させ、自己の進路に対する意識を更に高めさせる。

推薦・総合型選抜を中心とした進学指導を強化するとともに、一般選抜で最後まで挑む生徒の指導･支援環境を整える。

低年次から出席状況、評定平均等を意識させ、県外大学・企業等も視野に入れた指導を継続して行う。

ワンヘルスアンケート

【保健安全課】
環境美化の意識を高め、心身ともに充実した
学習環境を整える。また災害等の際に生徒
自ら考え、行動できる力を育成する。

日常的な美化意識の育成、整えられた学習環境保持のために美化点検を月に一度行う。

諸感染症対策の一環で教室の換気、マスク着用・手洗いの励行の指導を積極的に行う。

避難訓練実施の際に、避難開始から集合完了までの時間を計測し速やかに退避できたか諮る。

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

学校生活アンケート（７，１２月）

【生徒指導課】
全教職員の共通理解のもと、自己肯定感、
自立心、責任感を育み、主体的かつ豊かな
人間性を持つ生徒を育成する。

生徒一人ひとりが「学校の一員として貢献している」と実感できる機会を前年度より増やす。

生徒会との定期的な協議を通じて、自律的な校則遵守率の向上を図る。

学期に1回以上の「定例部活動集会」を確実に実施し、活動意欲と一体感を高める。
生徒指導部

教務部

【教務課】
基本的な生活習慣・学習習慣の確立を図り、
基礎学力の向上及び「思考力・判断力・表現
力」の育成に取り組む。

生活の記録の活用及び適切な課題提示により、生徒の学習習慣の確立を目指す。

考査や模試後の復習を確実に行わせ、自身の学習改善に向かうPDCAサイクルを確立させる。

ICTの活用や協働的な学びを伴う授業改善を推進し、基礎学力の向上と深い学びの実現を図る。

【研修課】
既存の校内研修を時代の変化に応じた内容
に刷新し、教員の指導力向上を図る。

職員研修や公開授業週間などの取組を通じて、教員一人一人の指導力向上を目指す。

各分掌や外部機関と連携して、本校生徒の実態に合った職員研修を計画的に実施する。

学級文庫による読書時間の確保や総探の事前学習など新たな取組を生徒会と協働する。

北九ネットの点検を年４回実施する。
保護者連絡メールの案内、登録完了

保護者連絡メールの登録率を１００%にできるよう工夫し、学校からの情報を即時に伝えられるようする。

学習状況アンケート

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

【情報化推進課】
情報機器の効果的活用と情報管理の徹底に
務め、学校ホームページ等を活用し適切な
情報発信を行い広報活動を充実させる。

情報機器の貸出簿記入や点検を実施し、個人情報の管理や情報漏洩がないように注意喚起する。

ホームページ等を利用して広報活動の充実を図る。各部活動の更新を年１回以上行う。
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